
平成20年度「メカライフの世
界」展報告（北海道学生会）

1. はじめに
　「メカライフの世界」展は小中学生
を含む一般市民の方に，さまざまな物
理現象や複雑な機械の仕組みをわかり
やすく紹介し，解説することを目的と
して，毎年開催されている．北海道学
生会では毎年担当校を 2校選出し，
その担当校が主体となって企画・運営
を行っている．平成20年度の担当校
は旭川工業高等専門学校と室蘭工業大
学の 2校であった．本報では室蘭工
業大学で開催されたメカライフの世界
展～「ロケット・ジェット・飛行機わ
くわく教室」～について述べる．
2.�「ロケット・ジェット・飛行機わく
わく教室」について

　ロケットや飛行機など空を飛ぶ機械
は昔から子供たちにとってのあこがれ
である．「ロケット・ジェット・飛行
機わくわく教室」（以下，わくわく教室）
では，子供たちにロケットや飛行機の
飛ぶ仕組みを知ってもらうために，毎
年室蘭工業大学で開催されている行事
であり，平成20年度はメカライフの
世界展が共催となり開催された．平成
20年度のわくわく教室の内容は以下
の3テーマであった．
（1）小型ターボジェットエンジン教
室：小型ジェットエンジンの分解・
組立により，ジェットエンジンの仕
組みを理解する．

（2）ペットボトルロケット教室：「ロ
ケット」が飛ぶ仕組みを実験によっ
て，体験的に学ぶ．その後，ペット

ボトルロケットの製作，打ち上げを
行う．

（3）電動ラジコン飛行機教室：電動
ラジコン飛行機を製作し，実際に飛
ばす体験をして「飛行機」が飛ぶ仕
組を知る．
　上記3テーマを2008年 9月 14
日（日），15日（祝）の二日間にわたっ
て実施した．初日は上記（1），（2）
のテーマを「ロケット・ジェットわく
わく教室」と称して室蘭市青少年科学
館で行った．二日目は上記（2），（3）
のテーマを「ロケット・飛行機わくわ
く教室」と称して室蘭岳山麓

ろく

総合公園
にて行った．二日間とも晴天に恵まれ，
延べ約250名の一般市民の方に参加
していただいた．以下，初日と二日目
に行われた内容のハイライトを述べる．
3.�初日「ロケット・ジェットわくわ
く教室」

　初日はペットボトルロケットの製作
と飛行を行った．ペットボトルロケッ
トは，ご存じのように，ペットボトル
の中に入れた加圧水が飛び出す際の反
作用を利用して飛ばすロケットであ
る．製作が比較的容易であり，ロケッ
トの飛ぶ仕組みを身をもって体験する
には最適の教材である．
　参加者は，はさみやカッタ，ビニー
ルテープを使ってペットボトルを切り
張りし，ロケットの形に仕上げていた．
はさみがまだ使えない小さな子供たち
も，保護者やスタッフの大学生に手
伝ってもらい，基本的には参加者 1
人につき，1機のペットボトルロケッ
トを製作してもらった．製作後は近く
の小学校のグランドで飛行を行った．
発射台にロケットをセットし，空気入

れでペットボトルの中に圧縮空気を入
れ，カウントダウンして発射する作業
も参加者の方に行ってもらった．子供
たちは自分が作ったロケットが飛んで
行くところを，歓声を上げながら眺め
ていた（図1）．この後，室蘭工業大
学所有の小型ジェットエンジンを実際
に作動させるデモンストレーションを
行った．レールの上に小型ジェットエ
ンジンを据え付け，回転数を徐々に上
げていくデモを行った．安全性を考慮
し，聴衆の方々には十分に離れても
らったが，それでもエンジン音の大き
さに驚かれ，あまりの大きさに耳をふ
さいでいる方もいた．また代表の子供
たち 2人に作動中のエンジンを全力
で押してもらった．レール上のエンジ
ンはビクともせず，逆に子供たちのほ
うが押し返され，ジェットエンジンの
推力の大きさを実感してもらえたよう
である．
4.�二日目「ロケット・飛行機わくわ
く教室」

　二日目もペットボトルロケットの製
作と飛行を行ったが，初日と違うとこ
ろは「飛行コンテスト」を行った点で
ある．飛行コンテストは，単純に最長
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学生会だより

図 1　�（1日目）ペットボトルロケット打ち
上げの様子



飛距離を競い，優勝者にはラジコン飛
行機が授与された．その後，簡単な組
立式のラジコン飛行機の製作・飛行を
行った（図2）．プロペラ式のラジコ
ン飛行機は操縦するのが意外に難し
く，すぐに墜落してしまう飛行機が多
い中，一人の小学生は数分間も操縦を
続けていた．ペットボトルロケットと
異なり，ラジコン飛行機のほうはだれ
がやってもうまく飛ぶとはいかず，改
めて飛行機操縦の難しさを体験してい
ただいたようである．
5. おわりに
　（社）日本機械学会からの補助を頂
き，安全かつ盛況に平成20年度メカ
ライフの世界展を実施することができ
た．ここに記して感謝の意を表する．
〔室蘭工業大学　機械システム工学科
講師　境　昌宏〕

ロボットプログラミングコンテスト
（九州学生会）

　九州学生会では，各会員校が独自の
企画で「メカライフの世界」展を実施
している．企画の一つとして，九州産
業大学では2008年度で7回目の開
催となる「ロボットプログラミングコ
ンテスト」を実施した．ここでは，学
生によるコンテストの企画・運営につ
いて紹介する．
　ロボットプログラミングコンテスト
は，九州産業大学近隣の高校生を対象
として，機械工学をベースにメカトロ
ニクスやロボティクスへの関心，およ
び理解を深めてもらうことを目的に実
施している企画である．毎年，内容を
変えながら，主に学生員を中心に運営

されている．2008 年度のコンテス
トは，10月 19日（日）の大学オー
プンキャンパスに合わせて開催され，
ロボットによる運動会をメインテーマ
とし，高校生が自ら製作した自律移動
ロボットで「障害物競走」と「玉入れ」
の競技種目について，ロボット製作の
アイデアとプログラミング技術を競い
合った．コンテスト会場には，参加チー
ムの高校生だけではなく，オープン
キャンパスに来場した高校生や父兄も
見学に訪れ，ものづくりの楽しさを多
くの人に伝えることができている．
　コンテストは，4月の初めに企画・
運営する学生を募集し，その学生らに
よる会議によって，コンテストの内容
を決定することから始まる．とくに，
ルールや競技場の詳細について議論を
重ねることになる．高校生が製作する
ロボットは，ルールに従い製作される
必要があり，モータの改造など，著し
く差が出るような行為については禁止
する場合が多い．また，コンテストに
使用する競技場は学生の手作りであ
り，高校側に同じ物を貸し出すための
事前準備も必要である．5月ごろ，近
隣の高校に対してコンテストの内容を
記した参加募集要項を送付し，参加
チームを募集する．参加希望校に対し
ては，まず，学生（教員）によるコン
テストの説明会を実施する．その後，
正式にエントリーした高校に対して
は，定期的に出前講義や実技指導を行
う．また，メールによる質疑応答を参
加チームと繰り返しながら，コンテス
ト開催までロボット製作，プログラミ
ングを実施してもらう．参加チームの
多くは，主に夏休みの長期休暇を利用
してロボット製作やプログラミングに
取り組んでいるようである．また，毎
年，クラブ活動の一環として参加する
高校もあり，ノウハウを蓄積し，それ
を後輩に伝えるチームもある．運営す
る学生は，コンテストの前日には夜遅
くまで会場設営，デモ用ロボットの調
整などを行い，コンテスト当日はタイ
ムスケジュール表を作成し，各自がそ
れぞれの仕事をしっかりと把握したう
えでコンテストの運営にあたる．たと
えば，受付，ロボット検査，司会，タ

イムキーパなどの担当を決め，円滑に
競技が行えるように手を抜くことがで
きない．
　2008年度に開催したコンテスト
「秋のロボット運動会」の会場の様子
を図 1に示す．コンテストには，近
隣の5高等学校6チームが参加した
（図2）．コンテストで使用するロボッ
トキットには，ジャパンロボテック社
から市販されている RoboDesigner
を使用した．参加チームは，受け付け
後，すぐにロボットの調整，プログラ
ミングの変更に取りかかるが，なかな
かうまくいかずにアドバイスをもらう
場面が見られた．また，コンテストで
は，アイデアで勝負するチーム，プロ
グラミング技術の高いチームなど，そ
れぞれの特長を生かしてロボット製
作，プログラミングに挑戦している様
子も見られた．
　今後も高校生に対してロボットプロ
グラミングコンテストを実施すること
により，機械工学をベースとした「も
のづくり」の楽しさを伝えられるよう
に，学生らと協力していきたいと考え
ている．
〔九州産業大学　工学部　バイオロボ
ティクス学科　准教授　牛見宣博〕
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図 2　（2日目）ラジコン飛行機飛行の様子

図 2　コンテスト参加者

図 1　コンテスト会場の様子


